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センターだより

第45回全国共同利用大型計算機センター

運用会議議事要旨

時

所

事

日

場

議

昭和 55年 7月16日 （水）

大阪大学大型計算機センター

1. 報告事項

(1) 各センターの現況について

(2) 各研究会（ネットワーク、統計情報、データベース、プログラム・ライプラリー、計

算機言語）について

(3) 負担金検討小委員会について

(4) 事務長会議について

2. 審議事項

(1) 負担金の一部改訂について

京都大学、九州大学から、負担金の一部改訂についてそれぞれ提案説明があり、いず

れも原案どおり了承された。

(2) データベースの利用負担金について

東京大学から、センター提供データベースに係る従量制使用料の半額を利用者負担と

する負担金の一部改訂について提案説明があり、原案どおり了承された。

(3) ネットワーク課金について

東京大学から、 「ネットワーク課金の考え方について」特に新データ網のパケット交

換サービスの使用羅に関する提案説明があり、種々意見の交換の結果、ネットワーク研

究会で引き続き検討することになった。

4. その他

(1) 有償ソフトウェアの有債契約に関することについて、各センターの意見を交換した。

大阪大学大型計算機センターニュース -2- No. 39 1980-11 



センターだより

昭和55年度下半期プログラム相談室の担当表

昭和 55年度下半期のプログラム相談員が次のように決まりましたのでお知らせします。上半期

担当していただいた藤井 敏、尾谷 都田艶子、二神 新各氏に厚く感謝いたします。また新

しく下半期を担当していただく、小倉康敬、谷 貞宏、梯 祥郎各氏には、これからの活躍を期待

いたします。

担当者は隔週に替ります。

担当時間 氏 名 所 属

月
13:00-15:00 梯 祥郎 阪大・理•物理

15: 00 -1 7: 00 斉 年史 阪大・エ・応物

10: 00 -12: 00 小倉康敬 阪大・エ・
火

水谷 寛 阪大・エ・応物13:00-15:00 

水 1 3: 0 0 -15: 00 武知英夫 阿南高専・機械

木 13:oo-1s:oo 塩野 充 阪大・エ・通信

10:00-12:00 多田栄一 阪大•基・機械
金

13:00~1s:oo 赤井久純 奈良県立医大・医・物理

土 1 o: 00 -12: 00 城 健男 阪大・理・物理

月 13:oo-1s:oo 塩谷景一 阪大・エ・精密

火 10:00-12:00 谷 貞宏 阪大・エ・電子

水 13:00-15:00 平澤俊一 阪大・エ・応物

木 13: 00 -15: 00 打浪清一 阪大・エ・通信

土 10:00-12:00 福谷和秀 阪大・エ・原子力

専門分野を表す番号は次のとおりです。

l. APL 

5. ファイル

9. 磁気テープ

2. FORTRAN 

6. 図形処理

大阪大学大型計算機センターニュース - 3 

3. LISP 

7. TSS 

身分 専門分野

研究生 2, 5, 7 

助手 2, 3, 5, 7 

M 2 2, 5, 7 

M 3 2, 7, 8 

助手 2, 5 

D 3 2, 4, 5, 7 9 

D 3 2, 8 

講師 2, 5, 6, 7, 8 

助手 2, 8 

M 2 1, 2, 4, 6, 7 

M 2 2, 6, 7 

M 2 2, 7 

助手 2, 3 6, 7 

M 1 2, 7 

4. PL/I 

8. 数値計算

No. 39 1980-11 
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9
.
7
0
 
1
4
.
3
1
 
1
1
.
3
0
 
1
0
.
7
9
 
1
5
.
6
1
 

F
 

1
6
.
0
8
 
4
 6.
51
 
5
.
8
1
 
1
9
.
6
9
 
1
4
.
4
3
 
2
0
.
6
4
 

G
 

1
0
.
2
 7
 
6
.
0
6
 
9
.
6
3
 
2
0
.
2
0
 
4
5
.
6
 7
 

H
 

1
2
.
8
 2
 
2
0
.
4
1
 
5
9
.
9
0
 
3
 1.
8 
7
 
1
5
.
4
5
 
1
7
.
3
2
 

月
平
均
4
3
.
3
 2
 
2
 8
.
2
6
 
3
9
.
0
 3
 
4
8
.
1
1
 
21
.9
 3
 
9
6
.
2
 4
 

O
利
用
者
数
と
フ
ァ
イ
ル
使
用
状
況
の
推
移

No.
 
3
9
 
19
80ー
l
l

月
課
題
申
請
数
共
同
研
究
者
数
フ
ァ
イ
ル
利
用
者
数
フ
ァ
イ
ル
契
約
量
フ
ァ
イ
ル
使
用
量

(
M
B
)
 

(
M
B
)
 

4
 

7
 9
 9
 

1
 2
 8
 

4
 2
 8
 

1
8
8
1
.
7
1
 

9
 7
 7
.0
 
2
 

5
 

8
 5
 6
 

1
 4
 6
 

4
 5
 2
 

1
 6
 8
 5
.8
 
7
 
9
 6
 5.
 5
 0
 

6
 

9
 1
 3
 

1
 6
 5
 

4
9
0
 

1
 7
 8
 7
.
4
 3
 
1
 0
 2
 0.
 
2
 0
 

7
 

9
 4
 7
 

1
 7
 4
 

5
 2
 7
 

1
 9
 0
 9
.3
 
4
 
1
 0
 5
 3.
 
5
 1
 

8
 

9
 7
 5
 

1
 8
 3
 

5
 4
 9
 

1
 9
 6
 3.
 
7
 4
 
1
 1
 4
 7.
 9
 0
 

，
 
1, 
0
 0
 6
 

2
 2
 4
 

5
 8
 7
 

2
 1
 1
 2.
7 
5
 
1
 2
 8
 4.
 0
 3
 

（
注
）
課
題
申
請
者
数
、
共
同
研
究
者
数
は
累
計
を
示
す
。
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「速報」及び「お知らせ」の集録

＜速報No.75c 55. a. 25)より抜粋＞

1 . 新しいオペレーティング。システムの概要………省略

2. システム I[の運用

2. 1 処理形態

利用者のセルフ・サービス入出力によるオープン・バッチ処理のみで、オンライン処理は行い

ません。

なお、システム Iとシステム且は独立で運用いたします。

2. 2 利用方法

2.2.1 12月まてのサービスの取り扱い

期間： 9月1日（月） -ll月28日（金）

時 間： 月曜日～金曜日 1 3時-16時30分

課題申請

ファイル

課題申請している方でシステムlIを利用する場合は、同一課題番号によ

り利用できます。

ファイル容量は50リンクとしますが、 12月にディスクが共有される

ことにともない、システム I1のファイルは11月28日（金）をもって

消去いたします。

課金（負担金） ： 9月1日から 12日までの間は利用負担金は徴収しませんが、一

課題につき限度額を 20,000円とします。

9月16日以降は利用負担金を徴収しますが、ファイルに対す

る課金は免除いたします。

2. 2. 2 9月からの利用方法

SNUMB番号のシステムからの自動生成、デマンド出力、ジョプ処理状況表示及び問い合せ

等の機能は9月からのサービス開始時期には間に合いません。

利用者の方はセンター利用者ホールに備え付けてあるシステム I1用のSNUMBカード（数字

5桁がパンチしてある）をジョプの先頭につけ、カード・リーダより投入してください。この

時、オープン入出力装置室にはシステム Iとシステム I1の周辺機器が併設されてありますので

（システム I・IIの区別は明示してある）間違わないように注意してください。

計算結果はデマンド出力機能がサービスされるまではラインプリンタに直接出力されます。

大阪大学大型,it罪機センターニュース -11 No. 39 1980-11 



一定時刻に整理して返却棚に返しますので、他人の方のジョプと間違わないよう注意して受け取

ってください。

システムlI用のSNUMBカードを

デックの先頭に添付する

オープン入出力装置室へ行く

システム rrのカード。リーダに

カードをセットする

システム入力

大阪大学大型計窮機センターニュース

計舞処理終了

注

果が直

課題番号下2桁の返却棚

に返されます

注． この段階で利用者の方は結果を自由にお持ち帰り

ください。なお、返却棚の結果の保存期間は8日間

です。

-12- No. 39 1980-11 



2. 2. 3 運用予定

10月になるとジョプ処理状況表示及び問い合せ機能が追加され、ジョプのターンアラウンド

の目安や進行状況が初めて利用者の方にわかるようになります。また、同時にSNUMB番号の

自動生成も実施され、この機能の実施以後、カード入力時にSNUMB番号5桁がパンチされてあ

るSNUMBカードを使用されても、システムから新たに番号が割りふられ、以後この番号がジ

ョプの受付番号となりますので注意してください。

デマンド出力機能は 11月にサービス開始の予定です。

12月になるとシステム Iとシステム1Iの利用者のパーマネント・ファイルが共有されます。そ

の時点でシステム lIのファイルは消去いたしますので、そのファイルが必要な方はあらかじめ磁

気テープに退避し、システム Iのファイルが共有された後、復元する必要があります。なお、

12月以降のシステム I • ITの使用方法は別途お知らせいたします。

今後の機能追加スケジュール

， 月 1 0月 1 1月 1 2月

OS R 7.1 

ジョプ処理状況表示及び問い合せ

SNUMB番号の自動生成

デマンド出力

パーマネント・ファイルの共有 -

2. 3 ジョブ区分

システムrrは、新しい0S (R 7.1)で運用されるため、ジョプ区分もRモードとVモードの

2種類があります。

システム Iは、 11月までは現行のままのジョブ区分ですが、 12月より新しい0S (R 7.1) 

で連用するためシステムrrとほほ同じジョプ区分となる予定です。

なお、システムrrのオープン磁気テープは、 6250BPIの高密度のものが使用できます。シ

ステム Iでは、 12月から 6250BPIが使用できる予定です。
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2. 3. 1 システムlIジョプ区分 (9月1日より）

ジョプ CPU時間 メモリーサイズ
注1 注2

作 業 用

種 別 出力記録数

クラス （時間） Rモード V モード ファイル容量

E 
1/100 

120KW 250KW 1500 3000LINK 
C 3 6秒）

A 
10/1 00 

180KW 1000 KW  3000 3000LINK 
（ 6分）

標 準

B 
25/1 00 

240KW 4000KW 6000 3000LINK 
(1 5分）

C 
200/100 

240KW 16000 KW  18000 3000LINK 
(2時間）

注3
2 5/100 

磁気テープ D 
C 1 s分） 240KW 4000KW 6000 3000LINK 

注 1) メモリーサイズの制限値は、 Rモードの時$LIMITSカードの第 2'第3パラメータ

の絶対値の和を示す。 Vモードの時$RESOURCカードのVSPACEパラメータの値

を示す。

注2) 出力記録数の制限値は、カード出力枚数とラインプリンタ出カレコード数、リモート出力

レコード数の合計。

注3) 磁気テープは、 6250BPI/1600BPIのいずれかを指定できます。
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2. 3. 2 システム Iジョプ区分（現行）

ジョプ CPU時間 注1 注2 作 業 用

種 別 メモリーサイズ 出力

クラス （時間） ファイル容鼠

E 
1/100 

120KW 1500 3000LINK 
C 3 6秒）

A 
10/100 

120KW 3000 3000LINK 
（ 6分）

標 準

B 
25/100 

180K.W 6000 3 OOOLI NK 
(1 5分）

C 
200/100 

180KW 18000 3000LINK 
(2時間）

磁気テープ D 
25/100 

180KW 6000 3000LINK 
C 1 s分）

ドラフター
F 10 0/10 0 

180KW 18000 3000LINK 
(1時間）

3 次元
G 25/100 

180KW 6000 300 OLI NK 
(1 5分）

ディジタル H 25/100 
180KW 6000 3000LINK 

プロッター (1 5分）

T s s 
100/100 注3

112KW """"' 

(1時間）

注 1) メモリーサイズの制限値は、 $LIMITSカードの第2'第 3バラメータの絶対値の和

を示す。

注2) 出力記録数の制限値は、カード出力件数とラインプリンタ出カレコード数、リモート出力

レコード数の合計

注 3) TSSのCPU時間は、 RUNコマンド1回使用時の制限時間。
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2.3.3 12月（予定）からのジョブ区分（システム I'システム1I共）

ジョプ CPU時間 メモリーサイズ
注1 注2

作 業 用

種 別 出力記録数

クラス （時間） R モード V モード ファイ

E 
1/100 

120 KW  250KW 1500 3000LINK 
(3 6秒）

A 
10/100 

180 KW  1000 KW  3000 3000LINK 
（ 6分）

標 準

B 
25/100 

240KW 4000KW 6000 3000LINK 
(1 5分）

C 
200/100 

240KW 16000KW 18000 3000LINK 
(2 fl寺惜］）

注3
25/100 

磁気テープ D 
(1 5分）

240 KW  4000KW 6000 3000LINK 

ドラフター F 
l 00/100 

240KW 三 18000 3000LINK 
(1時間）

3 次元 G 
25/100 

240KW X 6000 3000LINK (1 5分）

ディジタル
H 

25/100 
240KW X 6000 3000LINK プロッタ (1 5分）

注5

三T s s 100/100 
112KW " 

(1時間）

注 1) メモリーサイズの制限値は、 Rモードの時$LIMITSカードの第 2'第3パラメータ

の絶対値の和を示す。 Vモードの時$RESOU RCカードのVSPACEパラメータの値

を示す。

注 2) 出力記録数の制限値は、カード出力枚数とラインプリンタ出カレコード数、 リモート出力

カレコード数の合計。

注3) 磁気テープは、 6250BPI/1600BP Iのいずれかを指定できます。

注4) ドラフター、 3次元、ディジタルプロッタ、 TSSはVモードでは使用できません。

注5) TSSのCPU時間は、 RUNコマンド1回使用時の制限時間。
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2. 4 本館入出力機器の配置

利用者ホール及びオープン入出力装置室の周辺機器の配置を以下に示します。なお、入出力棟

にはシステムlIの周辺機器は設置されておりません。

辺叩皿ロ

局

装

用

理
汎

処□
D
ロ

~ 

塁 誓図

磁気テープ

図臼彦
磁気テープ

ラインプリンタ

ロロロロ

□ 
ラインプリンタ

オープン人出力装附室

図囮瓢 □ロロ
カード・リーダ カード・リーダ

拗耀冒鬱 □口□0
デマンド出力用 IDリーダ デマンド出力用 IDリーダ
ジョプ処理状況表示 ジョプ処理状況表示

I利用者ホール
JCLカード
仰勿グ『 n

L_j 

JCLカード

I I 

亡］システム I周辺機器

“システムII周辺機器
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2. 5 基本ソフトウェアと応用ソフトウェア

2. 5. 1 言語処理プログラム

Rモードではシステム Iと同じものが使用できます。

VモードではFORTRAN(V)、COBOL74(V)、GMAP(V)が使用できます。

2. 5. 2 サービス• プログラム

Rモードではシステム Iと同じものが使用できます。

Vモードではソート／マージ、 UFAS、リンカが使用できます。

2. 5. 3 アプリケーション

Rモードではシステム Iと同じものが同じ方法で使用できます。但し、 ドラフター、ディジタ

ル。プロッタ、三次元グラフィックは使用できません。

VモードではMATHLIBとセンター・ライプラリーが11月頃に使用できる予定です。な

お、 Vモードでは他のアプリケーションがありませんから、 Rモードのようにアプリケーションのオウ

ンコーディングにBINモードを用いることはありません。したがって、 MATHLIB-6、

センター・ライプラリーもHEXモードのみの予定です。

3. システムrrのジョプ制御言語

システムnではRモードとVモードがあり、 Rモードは従来（システム I)のジョプ制御言語

（以後JCLと呼びます）とほほ同様ですが、 Vモードでは異ったJCLを使用します。ここで

は主にFORTRANジョプのJCL及び使用例を示します。

3. 1 RモードFORTRANとVモードFORTRANのJCL埠皮

システム I及びシステム II・Rモード システムlI. Vモード

カラム 1 8 16 1 8 16 

＄ SNUMB NNNNN ＄ SNUMB NNNNN 

＄ JOB ● 珊........ ＄ JOB 

＄ FORTRAN ・..……• ① $ FORTRAN V…….. 
ソース・プログラム ソ・ース・プログラム

＄ GO ② $ LINKER 

データ ③ $ RUN 

＄ ENDJOB データ

***EOF ＄ ENDJOB 

***EOF 
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①オプションにVを指定しVモードで実行可能なオプジェクトを作成する。

②リンカを呼び出す。

⑧ファイナル・リンカを呼び出した後、プログラムを実行する。

上記のようにRモードでは翻訳アクティビティと結合• 実行アクティビティの2アクティビィティ

ですが、 Vモードでは翻訳アクティビティとリンカ・アクティビティ（与結合アクティビティ）

および実行アクティビティの3アクティビティになります。

3. 2 Vモード用の JCL 

システムTI・Vモード用のJCLは全く新しく加えられたものと、システム I及びシステム1I。

Rモードのものに比べて機能が変更になったものがあります。ここではその内の主なものを示し

ます。下線部は省略時の標準オプションです。その他のJCL及びオプションは「FORTRAN

(V)プログラミング説明書 (FGBOS-2)」「ジョプ制御言語説明書 (FDA02-6)」

「プログラム管理サービス・プログラム (V)説明書 (FDJ07-l)をご覧ください。

3.2.1$ FORTRAN文

この文はFORTRANコンパイラを呼び出す文であり、メモリ・サイズの既定値は40KW

である。

カラム ー 8
 

16 

($ FORTRAN オプション

追加された R 
"" 

0 、 { Rモードで実行可能なオプジェクトを生成する。

オフソョン V Vモード ，＇ 

Vオプションとともに使用できないオプション。

FDS 

SUBCHK 

Rオプションとともに指定した場合と、 Vオプションとともに指定した場合で機能が異なる

オプション。

DEBUG -RかつBINの場合は、オプジェクトプログラムにシンボルテープル

を作成し、ローダのデバッグ機能を使用する CRかつHEXの場合、

この機能は使用できません）。

Vの場合は、 Vモードでのテバッグ機能を使用する。

SIZE一 Rの場合は、プログラム単位のオプジェクトの大きさおよびそのプロ

グラム単位で使用している無名共通プロック、名前つき共通プロック

の大きさ等のプログラムプレフィス情報を出力する。

Vの場合は、オプジェクト・ユニットのディレクトリ部を編集して出力する。
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Vオプション、 BINオプションとともに使用できないオプション。

{FLTCHK 

NFLTCHK (11月頃には使用可能になる予定です）

3.2.2$ LINKER 文

この文はリンカ（プログラム単位にコンパイルされたオプジェクト間の外部名定義と外部名参

照を関連づける）レーチン）を呼び出す文である。

カラム ー 8
 

16 

「$ LINKER オプション

オプション｛
VMAP 仮想空間マップを出力する。

NVMAP - 11 出力しない。

{DETAILーセグメント内定義情報を出力する。

NDETAIL- " 出力しない。

rLLREF —全ての外部名参照を出力する。

SRUREF —共有RUに対する外部名参照を出力する。

凶区旦!: -—外部名参照は一切出力しない。

3.2.3$ RUN 文

この文はファイナル・リンカを呼び出しプログラムを実行させる文であり、次に述べる＄

RESOURC文で変更しない限り、仮想空間の大きさは 256KWである。

カラム ー 8
 

16 

r $ RUN オプション

オプション RUFI LE={ 
課題番号／ファイル記述

LUD(アクティビティ間でファイルを識別するための2文

字または 3文字からなるファイル識別子であり、同ージョプ

内の後続アクティビテ~-にファイルを受け渡したり、前のア

クティビティから定義済のファイルを引き継いだりするため

のものである。 ） 
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3. 2. 4$ R E SOU RC 文

この文は仮想空間の大きさ等のシステムの資源の量を指定する文である。

カラム

ーニロ
8
 

16 

RESOURC オプション

オプション VSPACE=プログラムの大きさ。

実行時に必要な利用者プログラムの仮想空間の大きさをlKW

単位で指定する。

注） この文は$RUN文と次のアクティビティ制御文（又は$ENDJOB文）の間に

位置しなければならない。

3. 3 プログラム実行例

システム 1I. Vモードのプログラム実行例とファイル移行の実行例を次に示します。

3. 3. 1 システム1I。vモードにおける標準的FORTRANジョブ

カラム 1 8 16 

＄ SNUMB NNNNN ① 

＄ JOB 課題番号＄パスワード、ジョプクラス

＄ FORTRAN V R 

s'. ノース・プログラム
＄ LINKER 

＄ RUN 

＄ RESOURC VSPACE=500K ⑧ 

＼データ

＄ ENDJOB 

***EOF 

① $ SNUMBカードはセンター備えつけのものを使用する。

② オプションにVを指定する。

③ メモリ・サイズは500KW必要なジョプである。

大阪大学大型計紘機センターニ :Lース -21- No. 39 1980-11 



3. 3. 2 システム Il• Vモードてディスク・ファイルに入出力を行うジョフ心

カラム ー 8
 

16 

$ SNUMB NNNNN 

$ JOB 課題番号＄パスワード、ジョプクラス

$ FORTRAN V 

WR I TE (L…)…… 

ENDFILE 1 

REWIND 1 

READ (1, …）…… 

$ LINKER 

$ RUN 

＄
 

PRMFL 

データ

01, W, S, 課題番号／ファイル記述一①

$ ENDJ OB 

***EOF 

① FRC形式のファイルであり、ディスク上のコード・セットは従来通り JISであ

る。

3. 3. 3 システム JI• Vモードて実行するラン・ユニット（実行形式プログラム）の登録

カラム 1 8 16 

＄ SNUMB NNNNN 

＄ JOB 課題番号＄パスワード、ジョプクラス

＄ FORTRAN V 

ソース・プログラム

＄ LINKER 

＄ PRMFL V*, W, R, 課題番号／ファイル記述 ① 

＄ ENDJOB 

***EOF 
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① ラン・ユニットを登録するパーマネント・ファイルであり、ファイル・コードは

V*でアクセス・モードはR(直接アクセス）を指定する。このファイルを作成する

時、ファイルのサイズは、生成ラン・ユニット情報（リンカ・アクティビティ）に

LL INK単位で出力されるので参考にしてください。

3. 3. 4 システム 1I• Vモードてラン・ユニット・ファイル（パーマネント・ファイル）から

実行する時

カラム 1 8 16 

＄ SNUMB NNNNN 

＄ JOB 課題番号＄パスワード、ジョグクラス

＄ RUN RUFI LE=課題番号／ファイル記述

データ

＄ END JOB 

***EOF 

3. 3. 5 システム JI• Vモードてラン・ユニットを一時的に壷録して実行する時

カラム 1 8 16 

＄ SNUMB NNNNN 

＄ JOB 課題番号＄パスワード、ジョプクラス

＄ FORTRAN V 

ソース・プログラム
｝ ① 

＄ LINKER 

＄ FI LE V*, VlS, lOOR 

＄ RUN RUFILE=VlS 

｝ ② データ 1

＄ RUN RUFILE=Vl 

｝ ⑧ データ 2

＄ ENDJOB 

***EOF 

① Vモードでコンパイルし、異なったデータを入力して実行するため、ランユニット

をVlのテンポラリ・ファイルに登録して後続アクティビティに引き継ぐ。

② Vlのランユニット・ファイルから、データ 1を入力として実行する。

③ Vlのランユニット・ファイルから、データ 2を入力として実行する。
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aas ファイル移行の方法

システム Iのフ了イルをシステム IIで使用する時、あるいはシステムIIのファイルをシステム

Iで使用する時は次に示すファイルの移行をしなければなりません。

ファイルの退避

カラム 1 8
 

16 

$ SNUMB NNNNN 

$ JOB 課題番号＄パスワード、ジョプクラス

$ FILSYS 

＄
 

TAPE9 

SAVEL::,. 課題番号

LIST△課題番号

＄ ENDJOB 

***EOF 

ファイルの復元

カラム 1 8 

＄ SNUMB 

＄ JOB 

＄ FILSYS 

＄ TAPE 9 

PS,,, 99999,, SAVE, 

16 

NNNNN 

ー
同
一
の
テ
ー
プ
を
使
用

6
 
ーz
 

E
 
D
 ，
 

3
 

課題番号＄パスワード、ジョプクラス

PR, .. 99999,. RESTORE, 3, DEN16J 

RESTORE△課題番号

（すべてのフ了イルを復元する時）

RESTOR~ 課題番号， DOONLY/ファイル名 1'ファイル名2'・・・／

（特定のクイック・アクセス。ファイルを復元する時）

RESTORE△課題番号／サプカタログ名， DOONLY/ファイル名 1'

ファイル名2'・・・／

（特定のサプカタログ下のファイルを復元する時）

RESTORE△課題番号， DONTDO/ファイル名 1'ファイル名 2,・・・/ 

（特定のクイック・アクセス・ファイル以外の全てのファイルを復元する時）

$ ENDJOB 

***EOF 

システムrrでは利用者当りのファイル容量が50LINK C 600 LL INK)に制限されてい
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るため、復元するファイル容量の合計が50LINKを超えないようにしてください。

3. 3. 7 システム I 及びシステム TI• Rモードて実行結果を磁気テープ（パーマネント。ファ

イル）に出力し、システム TI• Vモードて入力する時

システム I及びシステムTI • Rモードのジョプ

カラム 1 8
 

16 

$ SNUMB NNNNN 

$ JOB 課題番号＄パスワード、ジョプクラス

$ FORTRAN 

WR I TE C 2, …）．．． 

ENDFILE 2 

$ GO 

$ LIMIT 

$ TAPE9 02,,, 99999,, OUTPUT, 3, DEN16 

($ PRMFL 02,W,S, 課題番号／ファイル記述）

l データ

$ ENDJOB 

***EOF 

システムII・Vモードのジョプ

カラム 1 8
 

16 

$ SNUMB NNNNN 

$ JOB 課題番号＄パスワード、ジョプクラス

$ FORTRAN V 

READ(3, …）．．． 

$ LINKER 

$ RUN 

$ TAPE9 03,,,99999,, INPUT, 3, DEN16 

($ PRMFL 03,R, S, 課題番号／ファイル記述）
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l データ

$ ENDJOB 

***EOF 

システムlI. Vモードで出力し、システム I及びシステムII・Rモードで入力する時も同じ

JCLで使用できますが、パーマネント・ファイルを使用する場合、システム I、システムlI

間では前項で述べたファイルの移行をしなければなりません。又、入力時と出力時の書式仕様

は同じでなければなりません。

4. システム1Iにおける FORTRANの仕様………省略

5。用語の説明………省略

6. 参考文献とマニュアル………省略

＜速報No.76(55. 9. 30)より＞

1・オープン利用 の予約について

最近、オープン利用装置（オープン磁気テ • 図形処理装置・センター内TSS端末・

）を予約せず利用されている方が多く見受けられます。

これから、年度末の繁忙期に向うおり、利用者間でトラプルが生じますので、オープン利用装

置を利用される場合は必ず、事前に利用者受付に備えてある各装置の「予約簿」により利用時間

を予約のうえ御利用願います。

なお、入出力棟のTSS端末の予約簿については、端末設置場所に備えてあります。

（共同利用掛）

2. カードロッカ一の更新及び、整理について

カードロッカーの第2期 C7月-9月）使用期限が9月30日（火）で切れます。

第3期 C1 o月-12月）の受付は 9月16日（火）より行っていますので、希望者は1階利用者

受付で手続してください。 （学外利用者の更新手続については電話でも受け付けます。）

できるだけ多くの人に使って頂くため、ロッカーの利用は 1人につき 1個に限ります。なお、期

限切れとなっているもの及び使用者名簿に更新手続きを行っているものでも使用票（正規の色）

を変更していないものはロッカー外に出し期限終了 2週間を経過したものは廃棄します。

なお、カードの紛失等についてはセンターでは責任を負いませんので御了承願います。

（共同利用掛）
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3. 最小二乗法標準プログラムシステム SALSJIのジョプ制御言語について

速報No.7 4でお知らせしました、最小二乗法標準プログラムシステムSALSII(以下

「SALSII」という）のジョプ制御言語は下記のとおりです。

なお、 SALSIIは、 HEXモードを標準としております。

また、 SALSIIの利用に際しては、速報ふ 74に付記しました覚書きに注意し、御協力願い

ます。

記

カラム ー 8
 

16 

$ JOB 

$ LIBRARY SH 

$ FORTRAN 

~ 'ノース・プログラム
$ C P RO C SAL S /HEX , , t t , n k, -m k , s s s s 

：データ
$ ENDJOB 

（研究開発部）
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4. 利用者講習会の開催について

(1) ファイルの利用方法とTSS利用

0 日時等

月 日 日時 内 容 事項 定員

10月27日
0ファイルシステム

10:30 
0バッチ処理及ぴTSS処理におけるファイルの登

l 
録方法や利用方法

講 60名

（月） 16:00 
oTSSサプシステム OTSSコマンド

10月28日 13: 3 0 
l 20名

（火） 16:30 

ファイルの利用方法とTSSの利用

10月29日

” 実習 20名
（水）

（講義の受講者を 3日にわけて実施する） 一~

10月30日

＂ 20名
（木）

゜
師 研究開発部 正城

0場所

O定員

0テキスト

O申込期間

O申込先

当センター講習室 C 2階）

講義 60名

（実習希望者は 27日（月）の講義を

受講した者に限ります。 ） 
TSSの手引き（昭和54年11月発行）

実習各日 20名づつ

ファイル使用説明書（昭和 1978年4月発行）

（お持ちの方は御持参ください。）

9月 30日（火）～ （定員になり次第締め切ります。）

当センター利用者受付 (06-877-5111 内線 2814) 

（共同利用掛）
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センターだより

プログラム交換のページ

もし、皆様がプログラムを「譲りたい」「求めたい」と思われたら、次の投稿記入項目の必要個 i

所を記入し、本センター共同利用掛へ送付して下さい。

できる限り、最新のセンター・ニュースに掲載します。

このページをプログラム公開と譲り受けの場として気軽に御利用下さい。

※ 1. 要望

プログラム交換のページの投稿記入項目

※印の付いた項目は必ず記入して下さい。

C譲ります〕か C求めます〕かいずれかを記入。

※2. プログラム名

内容を示す名前（例えば連立一次方程式数値解法）と引用する時の名前（例えばSLINEQ)

を記入。

※3. プログラムの内容又は解法

アルゴリズムの特徴について説明すること。例えばプログラム作成上で特に工夫された点があ

れば、それらを記入する。

※4. 利用者の義務

このプログラムを利用した仕事の公表に際して、その旨明記する必要があるのか否かについて

記入（＂譲ります"の場合のみ）

※5. プログラム作成者名、連絡先及び連絡方法

6. 現在このプログラムが利用されている、あるいはやがて利用されるであろう分野

例えば物理学・物性論、化学・高分子結晶解析など。

7. プログラム使用上の制限事項

データ入出力における周辺機器やオペレーション上の制約や情報を記入。あるいは、例えば最

大 100次元の連立一次方程式までしか解けませんなどのアルゴリズム上の制限なども記入する。

8. 使用されたプログラミング言語

FORTRAN, COBOL,ALGOL, PL/1など。

9. プログラム・ステップ数

例えば、ソース・カード・イメージでの枚数など。

10. プログラム実行時に必要な最大メモリー・サイズ

11. 代表的例題に対する計算所要時間
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12. プログラムの形式

コンプリート，プログラム、サプルーチン副プログラム、関数副プログラムなど。

13. プログラムの開発された計算機

びOSについて記入。

14. 利用可能状況

ソース・リスト、ソース，カード、マニュア）レ、計算例などのプログラム利用に関する情報の

整備状況について記入する。

15. 関連又は補助プログラム

16. 参考文献

備考 1. 詳細な いては適宜の方法で結構です。

2. ※印以外の項目については不明又は不要と思われる場合は省略してもかまいません。

3. このページは利用者間のプログラム開発に関する情報交換のためのものです。したがっ

て、プログラムの交換についての具体的世話は大型計算機センターでは一切いたしません。

センター。ニュースの刊行時期について

大阪大学大型計算機センター・ニュースの刊行時期は、原則として2月、 5月、 8月、 1 1月の

予定です。
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$ FRESEコマンド

（機能）

TSSコマンドの新設について

センターだより

カレントファイル内のFORTRANプログラム（文法誤りのないプログラム）の文番号を指

定された初期値と増分に基き昇順化された文番号に置き換える。

（コマンド形式）

$FRESE m, n, m', n' 

（パラメータの説明）

m • 文番号 (FORMAT文以外）の初期値。 省略値は 10 

n . 文番号 (FORMAT文以外）の増分。 省略値は 10 

m' : FORMAT文の文番号の初期値。 省略値は 10 0 0 

n' : FORMAT文の文番号の増分。 省略値は 10 0 

（使用例）

*LIST - ----------------------(1) 

0010 READ(S,300) I 
0020 300 FORMAT(I2) 
0030 IF(I。EQ。1) GO TO 70 
0040 I=I+l 
0050 GO TO 50 
0060 70 I=I-1 
0070 50 WRITE(6,100) I 
0080 100 FOR四IAT(lH,I2) 
0090 STOP 
0100 END 

*$FRESE 10,10,100,100--------------(2) 
*LIST ---------------------------(3) 

0010 READ(S,100) I 
0020 100 FORMAT(I2) 
0030 IF(I.EQ。1) GO TO 10 
0040 I=I+l 
0050 GO TO 20 
0060 10 I=I-1 
0070 20 WRITE(6,200) I 
0080 200 FORMAT(lH ,I2) 
0090 STOP 
0100 END 
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(1) カレントファイルの内容を出力する。

(2) カレントファイル内のFORTRANプログラムを指定パラメータに基き文番号

を置き換える。なお、パラメータを次のように指定しても同じ結果が得られる。

$FRESE , ,100 

(3) $FRESEコマンド実行後のカレントファイルの内容を出力する。

c
 1) パラメータを指定する時に、コンマの次に続けてコンマを指定した場合、または、パラ

メータをすべて省略した場合には、そのパラメータの省略値を指定したものと見なして

処理される。なお、パラメータをすべて省略する時は、コマンドのみを入力する。

2) パラメータの指定によっては、 FORMAT文以外の文番号の値とFORMAT文の文

る場合があるので、パラメータを指定する時は、 FORMAT文の文番号、

FORMAT文以外の文番号の初期値、増分の指定は注意して指定する必要がある。

3) 文番号を昇順化した場合、文番号を置き換えたことにより文番号の桁数が変わりプログ

ラムのカラムがずれる場合がある。必要ならば$FRESEコマンド実行後に$FORM

コマンドを実行させることによって、プログラムのカラムをそろえることができる。

4) $FRESEコマンドでは、多重文の解析を行うことはできない。 $FORMコマンド

は、多重文を単文に分ける機能を備えているので、多重文を含むプログラムの場合、必

ず$FORMコマンドを先に実行させてから$FRESEコマンドを実行させる必要が

ある。
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センターだより

オペレーティング・システムの

バージョンアップに伴うTSS機能変更について

現在、システム IはR5.2のオペレーティングシステムでサービスが行われていますが、昭和

5 5年 12月1日よりシステム 1Iと同じオペレーティングシステム R7.1でサービスが行われます。

R 7.1のオペレーティングシステムでのサービスに伴い、次のようにサプシステム、コマンドの

追加および機能強化が行われます。（詳細は日本電気マニュアル「タイムシェアリングシステム説

明書」 <FEF02-4>を参照してください）

(1) 新規サプシステムの追加

R 7.1より PL/1、C0BOL74がTSSのサプシステムとして利用することができるよ

うになります。

以下に簡単な使用例を示しますが、詳細は日本電気マニュアル「ACOS-6プログラム管理

標準PL/1プログラミング説明書」<FGD03-5> 「ACOS-6プログラム管理

COB0L74プログラミング説明書」<FGA06-5> を参照してください。

CPLlサプシステム使用例）

SYSTEM ?£1..1 --------
OLD OR NEW-!)_旦せ一―--
* AUTOX -----------
*010 EX:PROC OPTIONSCMAIN); 
*020 DCL I BIN FIXED INITCO); 
*030 I= I+1; 
*040 PUT DATA <I) ; 
*050 GET EDIT(DCF(S)); 
*060 PUT EDIT CD CFCS)); 
*070 END EX; 
*080@ 
＊饂----------------------
I= 
I*? 10 
10 

---—① 

② 

-------------—③ 

----------—④ 
1 ; 

*** 25 K WAS USED TO EXECUTE THIS PROGRAM。

゜
ー

゜

O

N

1

 

03-Ru-

＝”
 
*
＊

I

I

 

1=1+10; ---------------⑤ 

10; 

*** 25 K WAS USED TO EXECUTE THIS PROGRAM。

*SAVE EXAMPLE -----------------
DATA SAVED-EXAMPLE 
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① 「PLl」と必ず指定する。

② 新規プログラムを作成するので、「 NEW」と指定する。

③ 行番号を自動生成するため、 AUTOXコマンドを用いる。

④ カレントファイル内のプログラムをコンパイルして実行する。

⑤ 行番号 03 0の内容を修正する。

⑥ カレントファイルの内容をパーマネントファイル「 EXAMPLE」に保存す

る。

CCBL74サプシステム使用例）

SYSTEM? CBL74------------------―① 
OLD OR NHJ-NEl~- -----------------—一②
* AUTOX ---- -----------------—③ 

* 01 0$ TAB= : ----------------------―④ 
*020: :IDENTIFICATION DIVISION。
*030: :PROGRAM-ID。TSS。
*040: :ENVIRONMENT DIVISION。
*050: :CONFIGURATION SECTION。
*060: :SOURCE-COMPUTER 。 ACOS 。---------—⑤
*070: :OBJECT-COMPUTER。ACOS。
*080: :DATA DIVISION。
*090::WORKING-STORAGE SECTION。
*100: :01 A。
*110:: 02 A1 PIC 9(4)。

゜
゜
゜* 21 0 : : PR OC ED URE D IV IS ION。

*220: :HAJIME。
*23Q:::INITIALIZE A。

゜
゜
゜
゜
゜*SOQ:::STOP RUN。

*510@)-------------- --------—⑥ 
*SAVE EXAMPLE --------------------—⑦ 
DATA SAVED-EXAMPLE 

① 「CBL74」と必ず指定する。

② 新規プログラムを作成するので、 「NEW」と指定する。

③ 行番号を自動生成するため、 AUTOXコマンドを用いる。
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④ RUNコマンドのオプションと併合されるオプションを指定するオプション行

を入力する。これはあってもなくてもよい。この例では、タプ文字をコロン

「：」にすることを指定している。タプ位置は、標準の7、8、 1 2、73欄

が仮定される。

⑤ 原始プログラムの各行を入力する。

⑥ 原始プログラム作成が終了したとき、行番号に続いてすぐに@を入力する。

⑦ カレントファイルの内容を、パーマネントファイル「 EXAMPLE」に保存

する。

(2) SYSTEMコマンドの省略機能

TSSの会話中にサプシステム (ALGOL、 BASIC、 CARDIN、 EDITOR、

FORTRAN、CBL74、PLl等）の切り換えを行う場合、ビルドモード時でも任意のサ

プシステムコマンドを入力することによって、サプシステムの切り換えを行うことができます。

（使用例）

SYSTEM? CARD 
OLD OR NEW-NEW 
*AUTOX 

0

0

 

.

.

.

 

*FORT N 

(3) 会話型リモートバッチの機能強化

（ア） SNUMB名の省略機能

CARDINサプシステムよりバッチジョブ投入後、最後に投入されたジョプに対して、

]ABT、JMONI、JOUT、JSTSコマンドを入力する時、 SNUMB名として「米」

を指定することができます。

（使用例）

SYSTEM? CARD 
OLD OR NEW-OLD EXAMPLE 
*RUN 

CARD FORMAT,DISPOSITION? 
N 

SNUMB # 1234T 
*JSTS * 
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（イ） ジョプ処理状況の監視機能

指定されたジョプの処理状況をジョプが終了するまで、状況が変化する毎に、その状態を端

末に表示が行われます。なお、ジョプ終了までの間端末は BREAK キーを操作しないか

ぎりビルドモードには戻らないので注意してください。

（コマンド形式）

JMON I SNUMB名； SNUMB名
｛ 
※ 

} 〔 〕

バッチジョプのSNUMB名。SNUMB名

米 TSS端末より最後に投入されたバッチジョプのSNUMB名。

（使用例）

>'cJ[10「lI -1c 

0113T ーり1 TERf1IfJ1H If!G 
0113T -02'_!fdT-PEfdP 
0113T -02 EXCCUT HIG 
0113T -02 TE「1'.'iirJATirJG

@ 10。522
J 10。522
8 1り。523
w 10。523

0113T OUTPUT し！八ITI↑ JG I D=U2。8 10。52Li-
けOR日1'1.L TE「<f.1IrJ八TIOiJ 

（ウ） JOUTコマンドのパラメータ追加

JOUTコマンドによりバッチジョプの実行結果を端末周辺装置（ラインプリンタ）へ出力

する時、 FUNCTIONレベルでパラメータとして「 EPPINT re」を指定すると、

センターのラインプリンタに出力された時と同じように改行制御が行われて端末側へ出力され

ます。なお、周辺装置への出力は、 PTONコマンドとの組合せにより指定します。

コマンド パラメータの形式 パラメータの意味 機 能

SNUMB: バッチジョプの

｛ SNUMB ｝ SNUMB名 バッチジョプの出力を端末か
JOUT 

米 ：最後に投入され米 ら操作する。

たSNUMB名

/2 
レポートコードの内容をライ

FUNCTION? EPRINT {$$} ンプリンタ出力と同じように
re 

改行制御を行って出力する。
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(4) ED I TORサプシステムの新規コマンド追加

コマンド パラメータの形式 機 能

このコマンドが入力されると、 ENTERと米を

出力してくる。これに対して入力した名行をポイ
; r 

ンタが指している行から r行の対応する名行の後
AFTLIN 

CA) 鉤
部に追加する。

ポインタが指している行から r行のすべての後部

; r : st にst指定から区切記号を取り除いた綴りを追加

する。

ケース文字dで囲まれた部分を大文字として取り
UPPER d 

扱う。

ケース文字dで囲まれた部分を小文字として取り
CASE LOWER d 

扱う。

ストリングサーチを大文字、小文字の区別なく行
な し

つ‘。

STANDARD な し CASEコマンド機能を解除する。

テキストのストリングサーチを、カラムmmから

COLS : Cm加一 nn) nnまでの範囲に制限する。指定された範囲内で

はラインモードでサーチが行われる。

NOCLOS な し COLSコマンド機能を解除する。

IGNORE な し ライン番号をストリングサーチの対象からはずす。

NOIGNORE な し IGNOREコマンド機能を解除する。

LIMIT :/m/,/n/ 
このコマンド指定以降のコマンドの有効範囲を行

番号mから nまでの行に制限する。

NORM な し LIMITコマンド機能を解除する。

ストリングのサーチ方法が、ストリング間にスペ

SPACE な し
ース文字（空白）数まで一致しなくても、スペー

スが任意個C1個以上）あれば一致したとみなす

方式になる。

NOSPACE な し SPACEコマンド機能を解除する。

カラム位置を容易に知るために、任意の目盛尺を
GAGE n n n、

11,11,11, 桁数分出力する。 (l~nnn~160)

鉗 C )内はコマンドの省略形を示す。
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(5) テンポラリファイル作成機能

TSSの会話中に指定された名前のテンポラリファイル（一時ファイル）を作成する。なお、

作成されるファイルはシーケンシャルまたはランダムファイルをLINK単位に作成される。

（コマンド形式）

CREATE ファイル名〔，サイズ〕〔，モード〕〔； . "・" "〕

ファイル名

サイズ

モード

テンポラリファイル名

作成するファイルの大きさ、単位はLINK単位

（省略値は lLINK)

sまたはLC省略値はs)

s .. ・ シーケンシャルファイル

L ... ランダムファイル

(6) PAGEコマンドの機能追加

グラフィック端末の画面制御を行うために、次の 4コマンドが追加されました。 PAGEA、

B、C、Dのコマンドは、一画面の論理的な大きさ（行数と桁数）を変更するとともにそれに対

応する端末自体の文字サイズも自動的に変更する。なお、このコマンドはNEAC N 6922ま

たはソニーテクトロ 4014の端末でだけ使用できる。

（コマンド形式）

I 

PAGEA 

PAGEB 

PAGEC 

PAGED 

コマンド

PAGEA 

PAGEB 

PAGEC 

PAGED 

行数／画面

3 5 

3 8 

5 8 

6 4 

大阪大学大型計算機七ンターニュース

文 サイズ
桁数／行 C幅）皿 X C高）皿

74 約4.1 X 4. 9 

84 約3.7 X 4.4 

121 約2.4 X 2.9 

133 約2.3 X 2.8 
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(7) 利用者間の情報交換機能

MAILサプシステムは、 TSS利用者間で「MAIL・BAX」ファイルを介在して相互に

情報交換を行うことができる。

コマンド パラメータの形式 パラメータの意味 機 能

MAILS 課題番号 課題番号：利用者の 他の利用者へ情報を送付する。
〔；課題番号〕 課題番号
ク九レープファイル名 ク）レープファイル名：

複数の利用者の課

USERID/ 題番号が登録され

GROUP? たファイル名

(MAILSコマンド
にパラメータを与え

ないとき）

BUILD/ BUILD 「INPUT LETTER」が出力さ
FILE? れ、ビルドモードとなる。これ以後

入力した内容が送付情報となる。

ファイル名： 指定したファイルの内容が送付情報

問答形式 送付情報ファイル となる。（利用者自身のクイックア

クセスファイルを利用する場合、フ

ァイル名に≪/"を先行させなけれ

iまtょらない）

MAIL 課題番号 パラメータ省略の場 他の利用者から送付されている情報

〔；課題番号〕 合は「MAIL・BOXJ を参照する。
グループファイル名 内のすべての情報が

処理される。

!~ 

DELETE? YES 「MAIL・BOX」ファイル内の情報
を消去する。

{NO} 「MAIL・BOX」ファイル内の情報
CR を消去しない。

MAI LC 課題番号 MAILSと同一 他の利用者に既に送付した情報を相

〔；課題番号〕 手が確認したか否かを調査する。

グループファイル名

MAI LD 同 上 MAILSと同一 他の利用者に対して既に送付した情

報を消去する。

MAILH MAILと同一 MAILと同一 他の利用者から送付されている情報

の送付者と送付日時を表示する。

（注意） MAILサプシステムを使用して相互連絡を行う各利用者は、各々「MAIL・BOX」

という名前でクイック型ランダムアクセスファイル (WRITEパーミッション）

を用意しておかなければならない。
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プログラム相談室から

プログラム相談室では、 8月 1日より所定のプログラム相談票を定め、相談にこられた方に記入

していただいていますが、このたび8、9月の集計ができましたのでお知らせします。

相談件数

（ の相談件数）

相談内訳

FORTRANに関するもの

TSSに関するもの

ファイルに関するもの

磁気テープに関するもの

その他

8月

8 0件

(5件）

4 2件

7件

1 1件

4件

1 6件

9月

1 1 0件

C 9件）

4 7件

9件

1 2件

1 6件

2 6件

8月、 9月ともFORTRANに関する相談が約半分を占めています。 9月にその他の項が多く

増えているのは、システム 2が稼動し始め、システム 2のVモードに関する相談が増えたためです。

磁気テープに関する質問も増え、特に他センターで作成した磁気テープを当センターで処理しよ

うとしてうまく処理できなくて相談にこられることが目立っています。

磁気テープの情報は目に見えないため、磁気テープを利用される利用者自身もどのような形式で

磁気テープに書かれているか、知らない時が多いためです。他センターで磁気テープを作成される

時は、できるだけ 9トラック、 1600 BP I、EBCDIC、固定長、プロック化で作成された方

がトラプルが少ないようです。

FORTRANに関する相談の内訳を見て見ますと、文法エラーで相談にこられる方は約25伶

で、のこり 75伶は実行時のエラーで相談にこられます。特に実行時のエラーとして多いのは、

FO MEMORY ADDRESS FAULT 

F7 UNDEFINED OP. FAULT 

などのエラーメッセージが出力された時で、これはほとんどが指定した配列の大きさより配列を大

きくアクセスしたため、利用者プログラムが格納されているアドレスを外れた所を参照したり、プ

ログラムエリアを壊すために発生しています。

プログラム相談室では、プログラム相談員を募集していますので、我と思わん方は共同利用掛

（内線 2817)まで御一報下さい。
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